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2 0 2 6年（令和８年）8月1日（土） 第177号

令和８年度一般会計補正予算

6月定例会後 一般会計予算　592億4,028万円
使い方をチェック！

令和８年度当初予算
計584億4,000万円

６月定例会
＋8億28万円
計592億4,028万円

吾妻公園文化芸術施設管理運営計画
策定事業費 1,711万8千円
　吾妻公園文化芸術施設の管理運営に関する計画を策
定するための経費です。
　Ｑ　事業計画について、出来上がるのはいつ頃か
　Ａ　来年度は施設の管理条例等の制定の準備に取り

掛かるため、計画は今年度末に策定予定。
　Ｑ　交通公園についての考えは
　Ａ　現在交通公園の管理運営をしている交通安全協会や関

係部署、事業者と協議をして計画策定を進めていく。
（市 1,711万8千円）

消防団詰所整備事業費 7,059万円
　消防団統廃合により使用しなくなった旧第6分団第
6部中野地区消防団詰所解体工事及び老朽化した第4
分団第2部江川地区消防団詰所の解体・新築工事のた
めの経費です。
　Ｑ　能登半島地震の際にシャッターが開かなくなっ

たことがあるが、車庫はシャッターになる予定か
　Ａ　パネル式シャッターを予定している。耐震性も

強く、手動式でもあるため停電時も対応できる。
（県 421万6千円・地方債3,880万円・市 2,757万4千円）

中古住宅取得支援事業補助金 1,500万円
　空家増加を抑制し、子育て世帯の移住定住を促進す
る目的で、中古住宅の取得に係る費用の一部を補助す
るための経費です。
　Ｑ　対象となりうる中古住宅はどのくらいあるのか
　Ａ　昨年度の本市における中古住宅取引件数は

117件である。
　Ｑ　住宅取得に係るその他補助金との併用はできるのか
　Ａ　「木更津市空家リフォーム助成事業補助金、木

更津市街なか居住マンション取得助成事業補助
金、木更津市結婚新生活支援事業補助金等の交
付を受けたことがないこと」が要件である。　

（市 1,500万円）

防犯カメラ設置事業補助金 1,620万円
　自治会等が設置する防犯カメラの設置費用の一部を
補助するための経費です。
　Ｑ　設置場所については、市が指定するのか
　Ａ　警察署と協議したうえで設置することとし、自

治会で決めていただく。
　Ｑ　設置するにあたり10万円が補助されるとのこと

だが、修理代は補助の対象になるのか
　Ａ　設置後の維持管理等の費用は対象外。　

（市 1,620万円）

妊婦のための支援給付金追加給付
事業費 600万円
　出産に伴う必要物品の物価高騰の影響を受けた妊産
婦の経済的負担軽減を目的として、昨年度より実施し
ている本給付金の対象を拡大するための経費です。
　Ｑ　対象者は
　Ａ　令和7年4月1日から令和7年12月31日までの

間に妊娠届け出をし、令和8年4月1日以降に
出産した妊産婦と、令和8年12月31日までに
本市に転入した妊産婦。

　Ｑ　申請方法は
　Ａ　広報きさらづ、市公式ホームページのほか、新

生児訪問でご案内する。転入された方も含め、
対象者は市で把握しているため本人からの申請
は不要。

（市 600万円）

　

離婚前後家庭支援事業費 27万8千円
　離婚を考える父母やひとり親家庭の親等の家庭等
に、養育費取り決めの公正証書等作成費用や親子交流
支援に係る費用の一部を助成するための経費です。
　Ｑ　この事業の詳細は
　Ａ　相談料・父母間の連絡調整・面会事の付き添い

等を対象としている。上限額は1組あたり3万
円。

（国 13万9千円・市 13万９千円）

がん患者QOL向上事業費
 326万1千円
　がん患者のがん治療に起因する外見の変化を補完す
るための補整具購入費用の一部の助成、及び若年末期
がん患者が住み慣れた自宅で最期まで安心して療養生
活が送れるよう、在宅療養に係る福祉サービス費用の
一部を助成するための経費です。
　Ｑ　助成回数は1回限りとあるが、がんの再発や転

移の場合、再度申請できるのか
　Ａ　対象用具ごとに1回限りの申請であるため、用

具が異なる場合は対象となる。
（県 146万2千円・市 179万9千円）
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議案審議 令和８年６月定例会で審議された議案等を
公開しています。

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

第177号 202 6年（令和８年）8月1日（土）

議
案
第
72
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に

木
更
津
市
営
弓
道
場
を
新
設

議
案
第
73
号
　
木
更
津
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

木
更
津
市
副
市
長
田
中
幸
子
氏
の

任
期
満
了
に
伴
い

後
任
者
に
廣
橋
美
帆
氏
を
選
任

議
案
第
66
号
　
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

２
つ
の
委
員
会
を
新
し
く
設
置
す
る
た
め
、

関
係
条
文
の
整
備

　
老
朽
化
に
伴
い
、
木
更
津
市
営
弓
道
場
を
移
転

新
築
す
る
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　
新
た
な
弓
道
場
は
潮
浜
三
丁
目
１
番
地
の
「
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
」
に
整
備
し
ま
す
。

　
◎
契
約
金
額
　
１
億
５
８
１
６
万
９
千
円

　
◎
工
期
限
　
令
和
９
年
２
月
26
日

Q
　
ど
の
よ
う
な
施
設
を
整
備
す
る
の
か

Ａ
　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

　
　�
ル
場・テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地
に
、
射
場
、
的
場
、

矢
取
道
屋
根
に
加
え
、
駐
車
場
や
車
両
動
線

な
ど
を
一
体
的
に
整
備
す
る
。

Q
　
弓
道
場
整
備
に
伴
い
駐
車
場
へ
の
新
た
な
動

　
　�

線
が
生
じ
る
が
、
従
来
か
ら
の
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
利
用
者
へ
の
安
全
対
策
は

Ａ
　
新
た
な
駐
車
場
へ
進
入
す
る
車
両
が
、
健
康

　
　�

増
進
セ
ン
タ
ー
施
設
入
口
前
を
通
行
す
る
た

め
、
案
内
表
示
や
注
意
喚
起
な
ど
安
全
確
保

に
配
慮
し
て
い
く
。

Q
　
木
更
津
市
吾
妻
公
園
文
化
芸
術
施
設
管
理
運

　
　
営
計
画
策
定
委
員
会
の
学
識
経
験
者
と
は

A
　
管
理
運
営
に
知
見
の
あ
る
人
で
あ
る
。

Q
　
管
理
運
営
計
画
策
定
委
員
会
の
関
係
団
体
と
は

A
　
文
化
協
会
、
図
書
館
協
議
会
、
地
域
協
働
推

　
　
進
協
議
会
で
あ
る
。

Q
　
管
理
運
営
計
画
策
定
委
員
会
の
市
の
職
員
と
は

A
　
都
市
整
備
部
と
企
画
部
で
あ
る
。

Q
　
保
育
施
設
等
設
置
運
営
事
業
者
選
定
委
員
を

　
　
公
募
し
な
い
理
由
は

A
　
個
人
の
利
害
関
係
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
。

Q
　
委
員
に
、
市
の
職
員
は
入
れ
な
く
て
い
い
の

　
　
で
は

A
　
入
れ
た
ほ

　
　
う
が
い
い
。

Q
　
廣
橋
美
帆
氏
が
選
任
さ
れ
た
理
由
は

Ａ
　
平
成
3
年
4
月
に
本
市
に
入
庁
。
市
民
部
を

　
　�

は
じ
め
、
環
境
部
、
総
務
部
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
部
署
に
お
い
て
行
政
運
営
に
深
く
携
わ
る
。

こ
の
間
、
特
に
行
政
改
革
の
推
進
や
職
員
の
意

識
向
上
、
人
材
育
成
に
尽
力
し
、
そ
の
豊
富
な

経
験
と
実
績
か
ら
市
政
運
営
に
対
す
る
高
い
見

識
と
実
行
力
を
有
し
て
い
る
と
総
合
的
に
判
断
。

Q
　
副
市
長
と
し
て
の
充
て
職
以
外
に
も
田
中
副

　
　�

市
長
は
多
方
面
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
さ
れ
て

き
た
。
充
て
職
以
外
の
す
べ
て
を
新
副
市
長

に
引
き
継
ぐ
の
で
は
な
く
、
適
材
適
所
で
担

う
と
い
う
解
釈
で
よ
い
か 

Ａ
　
各
種
団
体
等
の
選
任
基
準
に
基
づ
き
判
断
さ

　
　�

れ
る
も
の
で
あ
り
、
当
該
団
体
等
と
協
議
の

う
え
、
決
定

す
る
も
の
と

認
識
し
て
い

る
。 

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

附属
機関名

木更津市吾妻公園
文化芸術施設
管理運営計画
策定委員会

木更津市
保育施設等
設置運営事業者
選定委員会

担任する
事務

木更津市吾妻公園
文化芸術施設管理
運営計画の策定に
ついて審議し、 必
要な事項を市長に
答申し、 又は建議
すること

保育施設等の設置
及び運営を行う事
業者を選定するた
め審議すること

①学識経験者 ①学識経験者

②関係団体を代表

③公募

④市の職員 ③市の職員

定数 ８人以内 １０人以内

委員の
構成

②保育の充実の
 ため必要と
 認められる者

廣橋新副市長



議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問
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一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後の
方針などを問いただし、市民のための適切な市政
運営が行われているかをチェックするものです。

2 0 2 6年（令和８年）8月1日（土） 第177号

16人の議員が大項目36点、小項目207点に
わたり、一般質問を行いました。
紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、
質問と答弁を掲載しています。

質問議員の録画中継
　質問議員の録画中継を公開
しています

人
生
の
最
終
段
階
を
考
え
る
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
に
つ
い
て

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
で
市
民
活
動
の
円
滑
な
推
進
を

町
内
会
設
置
の
井
戸
に
対
し
補
助

金
を
出
す
こ
と
を
求
め
る

問
　
Ａ
Ｃ
Ｐ
と
は
ま
さ
に
、
自
身
の
死
に
際

を
考
え
、
身
近
な
人
と
共
有
す
る
こ
と
だ
と

考
え
る
。
木
更
津
市
の
認
識
を
伺
う

答
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る

う
え
で
、
有
意
義
な
取
組
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
現
状
は
、
市
民
の
認
知

度
が
低
く
、
実
際
の
活
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

問
　
課
題
の
原
因
を
ど
う
考
え
る
か

答
　
本
来
は
ご
本
人
が
最
期
ま
で
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
希
望
を
共
有

し
て
お
く
た
め
の
取
組
だ
が
、「
縁
起
で
も

な
い
話
」
と
し
て
、
話
し
合
い
が
進
み
に
く

く
、
自
分
に
は
関

係
な
い
こ
と
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
し

ま
い
が
ち
な
点
が

原
因
の
一
つ
と
考

え
る
。

問
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
で

「
行
政
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
地
域
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
」
市
民
団
体
へ
の
認
識

は答
　
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
も
行
政
の
責
任
を
踏
ま
え
、
必
要

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
今
後
の
活
動
に
生
か
す
た
め
に
、
資
金

の
集
め
方
や
活
動
に
つ
い
て
書
か
れ
た
冊
子

が
あ
る
と
い
い
の
で
は
な
い
か

答
　「
き
さ
ら
づ
み
ら
い
ラ
ボ
」
と
連
携
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
「
ラ
ボ
通
信
」
を
通
じ
、
情
報
発

信
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
は
事

例
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
に
関
す

る
内
容
に
つ
い

て
も
掲
載
す
る
。

問
　
近
年
、
町
内
会
が
自
主
的
に
井
戸
を
設

置
し
て
い
る
。
自
助
・
互
助
に
頼
る
だ
け
で

は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
井
戸
設
置
の
際

市
と
し
て
、
公
助
を
行
う
こ
と
が
肝
要
。
補

助
の
創
設
を
願
う
。

答
　
地
域
で
共
同
利
用
す
る
自
治
会
所
有
井

戸
の
新
規
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設

に
向
け
、
準
備
を
進
め
る
。

問
　
準
備
と
は
具
体
的
に
な
に
か

答
　
令
和
９
年
度
か
ら
の
第
４
次
総
合
計
画

の
「
重
点
事
業
」
と
し
て
位
置
付
け
る
よ
う
、

制
度
設
計
を
進
め
る
。

藤ふ
じ

田た 

真ま

澄す
み　

議
員

神か
み

蔵く
ら 

五さ

月つ
き　

議
員

永な
が

原は
ら 

利と
し

浩ひ
ろ　

議
員

質問議員
顔写真下
QRコード

発災直後、「トイレ」と水は大切

※ACPとは※

アドバンス・ケア・プランニングの

略称

アドバンス＝前もって、

自分が望む医療やケアを、

プランニング＝計画しておくこと。

カタカナ表記では馴染みにくい

ため、 2018年に愛称として

「人生会議」と名付けられた。



5

一般質問の全文（会議録）
　令和８年６月定例会の会議録は
令和８年８月下旬に公開予定です。
　また、図書館、各地域交流セン
ターでも閲覧することができます。

一般質問資料
　議員が一般質問する際に使用
した資料を公開しています。
公開期間：次の議会が始まる前日まで

本会議の中継
　本会議の様子を生中継（当日のみ）、
録画中継で公開しています。

議員の情報
　連絡先等を公開しています。

第177号 202 6年（令和８年）8月1日（土）

問
　
農
振
農
用
地
が
大
半
を
占
め
る
地
域
に

お
い
て
は
都
市
的
利
用
が
出
来
な
い
の
か

答
　
市
街
化
調
整
区
域
周
辺
の
活
性
化
を
図

る
た
め
条
例
改
正
を
行
い
、
許
可
の
対
象
に

①
「
既
存
集
落
内
で
あ
り
、
か
つ
線
引
き
の

日
よ
り
前
か
ら
宅
地
で
あ
る
土
地
等
に
お
い

て
、
申
請
者
自
ら
が
居
住
す
る
専
用
住
宅
の

建
築
」
を
、
②
「
建
築
さ
れ
た
日
か
ら
10 

年

以
上
経
過
し
た
分
家
住
宅
や
農
家
住
宅
等
の

居
住
者
が
限
定
さ
れ
る
住
宅
か
ら
、
申
請
者

自
ら
が
居
住
す
る
専
用
住
宅
へ
の
用
途
変

更
」
を
加
え
た
。

問
　
地
区
計
画
の
検

討
状
況
は

答
　
具
体
的
な
開
発

計
画
が
な
い
た
め
、

地
区
計
画
の
提
案
に

至
っ
て
い
な
い
。

問
　
金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
伺
う

答
　
金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
拠
点
と
し
て
一
定
の
利
便
性
を
有
し

て
お
り
、
設
置
候
補
と
な
り
得
る
施
設
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
市
に
お
い

て
は
、
有
権
者
数
が
著
し
く
多
く
、
よ
り
多

く
の
方
に
利
用
さ
れ
、
投
票
環
境
に
課
題
が

生
じ
て
い
る
地
区
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
投
票
者
の
負

担
軽
減
や
円
滑
な
投
票
環
境
の
確
保
に
つ
な

が
る
方
策
か
ら
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
一
層
の
充
実

が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
場
合
検
討
す
る
。

問
　
本
市
職
員
に
占
め
る
女
性
管
理
職
の
割

合
、
そ
の
う
ち
級
ご
と
に
お
け
る
割
合
は

答
　
本
年
４
月
１
日
時
点
の
管
理
職
の
総
数

１
６
０
名
の
う
ち
、
女
性
職
員
は
39
名
、
そ

の
割
合
は
24
％
で
あ
る
。
６
級
職
で
は
72
名

中
、
13
名
で
約
18
％
、
７
級
職
で
は
74
名
中
、

24
名
で
約
32
％
、
８
級
職
で
は
14
名
中
、
2

名
で
約
14
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
課
題
と
今
後
の
取
組
方
針
は

答
　
管
理
職
候
補
と
な
る
40
代
以
上
の
職
員

に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
約
30
％
と
低
い

現
状
が
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
方
針
に
つ
い

て
は
、
性
別
に
関
係

な
く
多
様
な
実
務
経

験
を
積
め
る
よ
う
人

事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
す
る
。

市
街
化
区
域
周
辺
の
活
性
化
対
策

に
つ
い
て

期
日
前
投
票
所
の
利
便
性
向
上
と

設
置
箇
所
の
最
適
化
に
つ
い
て

女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て

齊さ
い

藤と
う 

秀ひ
で

樹き　

議
員

斉さ
い

藤と
う 

高た
か

根ね　

議
員

大お
お

野の 

俊と
し

幸ゆ
き　

議
員

農振農用地を分断している市道

金田地域交流センター
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問
　
ゴ
ミ
出
し
が
困
難
な
人
か
ら
の
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
福
祉
事
業
者
か
ら
も

「
室
内
に
ゴ
ミ
が
滞
留
し
、
衛
生
環
境
が
悪

化
し
て
い
る
事
例
や
、
支
援
が
な
け
れ
ば
適

正
排
出
が
維
持
で
き
な
い
利
用
者
の
存
在
」

等
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
と
し
て

の
収
集
支
援
体
制
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は

答
　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
支
援
ニ
ー
ズ
の

増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お

け
る
支
え
合
い
の
取
組
を
基
本
と
し
つ
つ
、

環
境
部
や
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
等
関

係
機
関
と
の
協
議
連

携
を
図
り
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
支
援
の

あ
り
方
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
く
。

問
　
被
災
直
後
は
、
罹
災
証
明
書
の
申
請
や

住
宅
修
理
な
ど
多
く
の
手
続
き
が
発
生
す
る
。

市
民
が
迷
わ
ず
行
動
で
き
る
よ
う
、
手
続
き

の
流
れ
を
整
理
し
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か

答
　
市
民
が
手
続
き
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
等
の
作
成
を
進
め
る
。

問
　
被
災
者
が
必
要
な
支
援
を
受
け
る
た
め
、

総
合
的
な
相
談
体
制
を
整
備
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か

答
　
災
害
の
規
模
に

応
じ
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
支
援
体
制

の
充
実
を
図
る
。

問
　
授
乳
や
搾
乳
の
ス
ペ
ー
ス
や
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
確
保
等
、
全
避
難
所
で
共
通
的
な

整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

答
　
標
準
化
・
共
通
化
で
き
る
内
容
に
つ
い

て
、
訓
練
や
レ
イ
ア
ウ
ト
確
認
を
通
じ
て
整

理
し
て
い
く
。

問
　
在
宅
避
難
の
位
置
づ
け
と
支
援
体
制
は

答
　
避
難
所
と
同
様
の
支
援
が
行
き
渡
る
よ

う
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

問
　
在
宅
避
難
者
は
実
態
把
握
が
難
し
い
。

市
公
式
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
等
を
活
用
し
、
在
宅
避
難

者
が
自
身
の
状
況
を

登
録
で
き
る
仕
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
て

は
い
か
が
か

答
　
既
存
の
仕
組
み

を
活
用
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
る
。

問
　
朝
日
新
庁
舎
の
開
庁
に
伴
い
廃
棄
し
た  

机
、
椅
子
、
ロ
ッ
カ
ー
等
の
個
数
を
伺
う

答
　
机
は
６
５
０
点
、
椅
子
は
８
９
２

点
、
ロ
ッ
カ
ー
は
６
７
４
点
、
総
数
は
５
，

１
３
５
点
で
あ
っ
た
。

問
　
廃
棄
に
要
し
た
費
用
は
ど
の
程
度
か

答
　
業
務
委
託
料
と
し
て
５
６
７
万
６
，

９
４
７
円
で
あ
っ
た
。

問
　
市
の
物
品
は
市
民
全
体
の
利
益
の
た
め

　
の
財
産
と
い
う
認
識
で
良
い
か

答
　
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

問
　
そ
の
財
産
を
大

量
に
廃
棄
す
る
こ
と

を
市
民
の
常
識
か
ら

ど
う
捉
え
る
か

答
　
庁
舎
機
能
や
レ

イ
ア
ウ
ト
か
ら
の
判

断
で
あ
る
。

高
齢
者
等
ゴ
ミ
出
し
困
難
世
帯

へ
の
支
援
の
推
進
を

災
害
時
の
被
災
者
支
援
体
制
の
充

実
に
つ
い
て

防
災
D
X
の
推
進
と
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
災
害
対
応
体
制
の
構
築

朝
日
新
庁
舎
の
開
庁
に
伴
い
廃
棄

し
た
家
具
什
器
類
が
多
す
ぎ
る

堀ほ
り

切き
り 
俊し

ゅ
ん

一い
ち　

議
員

竹た
け

内う
ち 

伸の
ぶ

江え　

議
員

渡わ
た

辺な
べ 

厚あ
つ

子こ　

議
員

佐さ

藤と
う 

修し
ゅ
う

一い
ち　

議
員

（税込）1億8,590万円

朝日新庁舎の開設にあたり
木更津市が新たに購入した
家具什器類の総額

災害時の相談窓口設置を！

市職員の災害情報管理システム訓練
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問
　
歩
道
利
用
の
制
度
設
計
の
進
め
方
は

答
　
沿
道
９
店
舗
も
参
画
す
る
富
士
見
通
り

活
性
化
部
会
を
中
心
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
11
／
8
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
当

日
の
運
用
開
始
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
　
部
会
企
画
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向

け
て
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
本
市
の
魅
力
あ
る
資
産
に
な
る
よ
う
に

進
め
て
ほ
し
い
が
、
区
域
指
定
も
工
事
完
了

待
ち
で
、
充
分
な
準
備
が
で
き
る
の
か

答
　
関
係
部
署
等
と
の
連
携
を
密
に
し
て

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
含
め
た
活
性
化
に
取
り
組

む
。

問
　
市
は
歩
道
の
全
体
管
理
を
行
う
の
か

答
　
地
域
を
尊

重
し
つ
つ
、
必

要
な
助
言
調
整

役
で
関
与
す
る
。

問
　
通
学
路
合
同
点
検
は
い
つ
実
施
さ
れ
、

地
域
の
声
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か

答
　
６
月
下
旬
に
学
校
、
道
路
管
理
者
、
警

察
、
市
関
係
部
署
が
参
加
し
実
施
し
て
い
る
。

学
校
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
か

ら
意
見
を
収
集
し
て
点
検
に
反
映
す
る
ほ
か
、

結
果
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
学
校
か
ら

の
配
信
メ
ー
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
等
を

通
じ
て
広
く
周
知
し
て
い
る
。

問
　
足
型
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の
整
備
状
況
は

答
　
学
校
・
地
域
・
保
護
者
か
ら
の
要
望
で

通
学
路
の
安
全
確
認

が
必
要
な
場
所
に
設

置
し
て
い
る
。
今
後

も
合
同
点
検
結
果
を

踏
ま
え
足
型
ス
ト
ッ

プ
マ
ー
ク
の
整
備
を

進
め
る
。

問
　
万
石
区
は
小
櫃
川
の
堤
防
を
横
断
す
る

排
水
管
渠
に
水
門
を
設
置
す
る
資
金
を
積
み

立
て
、
江
川
区
は
安
全
柵
の
設
置
を
行
っ
た
。

　
本
来
は
行
政
が
担
う
べ
き
工
事
を
自
治
会

が
行
う
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

答
　
不
特
定
多
数
に
公
共
的
な
便
益
を
も
た

ら
す
場
合
の
対
応
は
総
合
的
に
判
断
す
る
。

問
　
災
害
の
可
能
性
が
あ
る
箇
所
を
自
治
会

に
任
せ
て
い
る
状
況
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
安
全
確
保
や
負
担
の
観
点
か
ら
適
切
で

な
く
管
理
体
制
の
確
保
に
努
め
た
い
。

問
　
早
期
の
移
管
が

必
要
で
あ
る
が
、
ど

う
寄
り
添
う
か
。

答
　
課
題
解
決
に
向

き
合
う
こ
と
は
重
要
で

自
治
会
に
寄
り
添
う
支

援
と
負
担
軽
減
を
図
る
。

問
　
学
校
で
の
交
通
安
全
教
育
は
ル
ー
ル
だ

け
で
な
く
危
険
を
予
測
し
自
ら
安
全
な
行
動

を
選
択
で
き
る
力
を
育
て
る
べ
き
で
は

答
　
命
に
直
結
す
る
問
題
と
し
て
実
感
さ
せ
、

日
常
行
動
に
定
着
さ
せ
る
指
導
に
努
め
る
。

問
　
自
転
車
安
全
啓
発
は
周
知
に
と
ど
ま
ら

ず
行
動
変
容
に
繋
げ
る
工
夫
が
必
要
で
は

答
　
危
険
性
へ
の
理
解
を
深
め
安
全
行
動
に

繋
が
る
よ
う
警
察
と
連
携
し
取
り
組
む
。

問
　
親
子
で
交
通
安
全
を
学
び
相
互
理
解
と

安
全
行
動
に
繋
げ
る
場
と
し
て
交
通
公
園
を
さ

ら
に
活
用
す
べき
で
は

答
　
再
整
備
後
は
体

験
を
通
じ
て
交
通
安

全
へ
の
気
づ
き
を
深

め
実
際
の
安
全
行
動

に
繋
げ
る
場
と
し
て

充
実
を
図
る
。

富
士
見
通
り
歩
道
再
整
備
、
運
用

開
始
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

通
学
路
合
同
点
検
と
学
校・地
域・

保
護
者
の
意
見
の
反
映

安
全
確
保
の
た
め
本
来
は
市
が
担
う

対
応
を
自
治
会
が
行
っ
て
い
る
が

交
通
安
全
教
育
と

交
通
公
園
の
活
用
に
つ
い
て

荻お
ぎ

野の　

茜あ
か
ね　

議
員

吾あ

津づ

松ま
つ

太た

郎ろ
う　

議
員

近こ
ん

藤ど
う　

忍し
の
ぶ　

議
員

柗ま
つ

井い 
晃こ

う

治じ　

議
員

歩道再整備が進む
富士見通り

足型ストップマーク

江川区が設置した安全柵

木更津市交通公園
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問
　
移
住
定
住
促
進
の
た
め
の
情
報
発
信
に

つ
い
て

答
　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
移
住
促
進
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
子
育
て
世
代
を
中

心
に
「
ゆ
と
り
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を

発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
移
住
セ
ミ
ナ
ー
で

は
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
住
宅
事
情
が
参
加

者
の
主
な
関
心
分
野
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
移
住
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
企
業
立
地

に
つ
い
て

答
　
企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、
製
造
業
や
情

報
通
信
関
連
産
業
な
ど
の
誘
致
に
よ
り
、
雇

用
創
出
と
移
住
定
住
の
促
進
を
図
る
。

問
　「
私
た
ち
に
選
択
肢
は
な
い
の
か
」
と

社
会
教
育
委
員
会
議
や
図
書
館
協
議
会
で
は

怒
り
や
喪
失
感
が
充
満
。
市
の
考
え
は

答
　
９
月
末
の
教
育
委
員
会
で
の
協
議
結
果

や
、
外
部
有
識
者
等
を
含
め
た
附
属
機
関
に

よ
る
審
議
や
意
見
公
募
を
行
い
、
必
要
な
修

正
等
を
し
管
理
運
営
計
画
を
と
り
ま
と
め
る
。

問
　
財
団
法
人
に
、
市
が
適
正
な
額
を
見
積

も
り
指
定
管
理
と
は
採
算
は
見
積
り
済
み
か

答
　
具
体
的
な
金
額
は
見
積
も
っ
て
い
な
い
。

問
　
赤
字
は
い
つ
で
も
市
が
補
填
な
ら
直
営

で
議
会
で
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。
財
団
法
人
の

経
営
状
況
の
把
握
は

答
　
毎
事
業
年
度
議

会
へ
書
類
提
出
の
み
。

安あ
ん

藤ど
う 

順じ
ゅ
ん

子こ　

議
員

田た

中な
か 
紀の

り

子こ　

議
員

次
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

吾
妻
公
園
文
化
芸
術
施
設
は

「
新
し
く
財
団
法
人
を
つ
く
り

指
定
管
理
」
を
検
討
中

委員会名簿
４月の臨時会におきまして、委員会の委員構成に変更がありました。変更後の委員構成を
お知らせします。

総務常任委員会 教育民生常任委員会 建設経済常任委員会 議会運営委員会
◎渡辺　厚子 ◎永原　利浩 ◎佐藤　修一 ◎近藤　　忍 　 ◎委員長
〇齊藤　秀樹 〇竹内　伸江 〇吾津松太郎 〇斉藤　高根 　 〇副委員長
　柗井　晃治 　荻野　　茜 　藤田　真澄 　柗井　晃治
　重城　正義 　吉田眞紀人 　神蔵　五月 　石井　徳亮
　草刈　慎祐 　重信　文彦 　座親　政彦 　竹内　伸江 　　　 変更と
　田中　紀子 　安藤　順子 　鶴岡　大治 　永原　利浩 　　　 なった委員
　近藤　　忍 　堀切　俊一 　大野　俊幸 　田中　紀子
　三上　和俊 　石井　徳亮 　斉藤　高根

市庁舎整備特別委員会 基地政策特別委員会 交通政策特別委員会 議会改革特別委員会 議会広報委員会
◎重城　正義 ◎斉藤　高根 ◎神蔵　五月 ◎石井　徳亮 ◎佐藤　修一
〇佐藤　修一 〇竹内　伸江 〇吉田眞紀人 〇渡辺　厚子 〇田中　紀子

　重信　文彦 　荻野　　茜 　吾津松太郎 　吉田眞紀人
委員は全議員で構成 　安藤　順子 　柗井　晃治 　安藤　順子 　吾津松太郎

　齊藤　秀樹 　藤田　真澄 　堀切　俊一 　柗井　晃治
　石井　徳亮 　重城　正義 　鶴岡　大治 　藤田　真澄
　永原　利浩 　近藤　　忍 　三上　和俊
　田中　紀子 　大野　俊幸

社会教育委員会議…
　地域の社会教育や生涯学習の推進に向けて、
　教育長や教育委員会に対して助言・提言を行う役割

R6年10月19日社会教育委員会議資料(抜粋)

　　　　　これらを実現するための運営体制は…

図書館協議会では、豊富な郷土資料を保存、活用することの

希望がありました。市として責任を持ち、図書館サービスを

行うために運営体制は直営を希望します。しかし、デジタル

分野は、常に最新で専門の技術を要するため、業務委託等の

検討が必要です。

求める図書館空間·機能求める図書館空間·機能 新しく専門的なサービス展開新しく専門的なサービス展開

求める木更津らしいサービス求める木更津らしいサービス 求める職員体制求める職員体制

木更津市の魅力を再発見！
市民みんなが「木更津推し」
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陳　情
陳情第４号　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書

　平成 18 年度より教職員の給与費の国費用負担割合が２分の１から３分の１に縮減されて、
地方財政への負担が増大している現状であり、義務教育の機会均等と教育水準の維持向上を図
るため、教職員の確保に必要な財源を国が保障する義務教育国庫負担制度の堅持を求めるもの
です。

陳情第５号　「国における2027年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書

　国は教育の重要性を重視し、教育分野に対して十分な予算措置を講じる重い責任と義務があ
り、日本の未来を担う子どもたちに十分な教育を保障するため、国において 2027 年度の教育
予算を拡充するよう求めるものです。

陳情者　子どもたちの豊かな育ちと学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会
　　　　　会長　船橋　紀美江さん

　委員会では、陳情者からの趣旨説明を受
けた後、毎年同様の陳情をされるので、現
状の課題などを具体的に質疑しました。さ
らに、執行部から参考意見を聴取し、陳情
第４号、陳情第５号ともに、委員会・本会
議で全会一致で採択されました。

教育民生常任委員会協議会
陳情者の趣旨説明、質疑

本会議で委員会の
結果報告後、審議

教育民生常任委員会
執行部の参考意見を
聞いて審査

採 択採 択

本会議で
陳情第４号・
第５号を審議

議会終了後、
内閣総理大臣他
関係機関に提出

採択を受け、
意見書を議員
発議案として

所管委員会より提出

本会議で
発議案を
審議

採 択 可 決

発議案第４号　義務教育費国庫負担制度の堅持に関する
　　　　　　　意見書について
発議案第５号　国における 2027 年度教育予算拡充に
　　　　　　　関する意見書について

　陳情第４号・第５号が本会議で採択になったため、所管委員会である教育民生常任委員会の
委員の連名により発議案が提出され、全会一致で可決されました。

発議案
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主な討論の内容 議案第 66 号　附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について

　「総務常任委員会ではどのようなスケジュールでできるのか見えず、協議を重ねている附属機関に対して、
木更津市吾妻公園文化芸術施設管理運営策定委員会は、どのように進めて図書館協議会の答申が活かされる
のか、説明がなかった。また、委員数が 8 人以内は少ないと感じる。人数を見直すべきと考え、反対」

番号 件名

議
決
結
果

荻
野　
　

茜

吉
田
眞
紀
人

吾
津
松
太
郎

柗
井　

晃
治

藤
田　

真
澄

重
信　

文
彦

安
藤　

順
子

齊
藤　

秀
樹

佐
藤　

修
一

堀
切　

俊
一

神
蔵　

五
月

石
井　

徳
亮

竹
内　

伸
江

重
城　

正
義

座
親　

政
彦

永
原　

利
浩

渡
辺　

厚
子

田
中　

紀
子

鶴
岡　

大
治

近
藤　
　

忍

大
野　

俊
幸

斉
藤　

高
根

三
上　

和
俊

草
刈　

慎
祐

議 案
第６６号

附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について
原案
可決

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ -

※表の見方　　　○：賛成　　●：反対　　－：議長のため採決に加わっていません　　欠：欠席

賛否のわかれた議案等をお知らせします
他　31 件の議案等は、原案のとおり全会一致で可決・同意・採択しました。

反対
討論

委員会の行政視察
　行政視察は、他の自治体が行っている施策等を調査研究し、市民福祉の向上やまちづくり施策
に活かそうとするものです。行政視察の調査項目は、委員会の所管事項に関し各委員会で協議し
て決定しています。

基地政策特別委員会
令和８年５月１１日・１２日
・広島県呉市　「基地政策について」
・海上自衛隊呉地方隊　「基地の概要及び行政や地域との関わりについて」

　本視察では、基地を有する自治体として地域との共存共栄に向けた具体的な取組について調査を行
いました。歴史的価値を有する建物及び施設内部の案内を受け、それは当時の緊張した状況を如実に
伝えるものでした。当該構造は当時の社会経済状況の厳しさを示す痕跡として評価できるものであり、
このような現存施設は、単なる歴史的遺構にとどまらず、当時の社会状況や意思決定過程を伝える重
要な資料です。歴史認識の深化や今後の防災・安全保障に対する理解を促進する観点からも、意義深
いものであると考えます。青少年育成の分野では、中学生の職場体験の受入れや教育旅行への協力、
呉音楽隊による演奏指導などが実施されており、自衛隊に対する理解促進だけでなく、地域との良好
な関係構築にも寄与しています。基地と地域が共存共栄する取組として、大変参考になる事例でした。

永年在職議員表彰
　6月定例会初日の５月２９日に、永年在職議員に
対する表彰状と記念品の伝達式が執り行われました。
　今回の表彰は、『永年にわたり、地方自治の進展と
市政の振興に貢献された功績が顕著である』として
全国市議会議長会から顕彰されたもので、次の議員
が表彰されました。

在
職
15
年

・鶴岡　大治　議員　　・田中　紀子　議員
・草刈　慎祐　議員　　・永原　利浩　議員
・座親　政彦　議員　　・重城　正義　議員

海上自衛隊呉地方隊にて
視察の様子

左から鶴岡議員、田中議員、草刈議員、
　　　永原議員、座親議員、重城議員
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次
回
９
月
定
例
会（
予
定
）

日 月 火 水 木 金 土
8月27日 28 29

本会議
（開会）

30 31 9月1日 2 3 4 5

本会議
(一般質問 )

6 7 8 9 10 11 12

総務
常任委員会

教育民生
常任委員会

建設経済
常任委員会

決算審査
特別委員会

13 14 15 16 17 18 19

決算審査特別委員会

20 21 22 23 24 25 26
本会議

（議案審議）
（閉会）

６月定例会の傍聴者は延べ48名でした。
９月定例会の特別委員会の開催日時は現在
未定です。
詳しくは、議会事務局（電話23‐7185）
へお問い合わせください。

●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを

貸し出しています。また、市議会ホームページからも

「声の市議会だより」をお聞きいただけます。

●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）を

インターネットでもご覧いただけます。

URL：https://www.city.kisarazu.lg.jp/　
gyouseijoho/shigikai/eizouhaishin/8048.html

政務活動費の収支報告 令和 7年度の各会派の
政務活動費の収支報告
書を公開しています。

　政務活動費は条例に基づき、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として、会派
に対し交付されます。

・交付対象　　　会派（所属議員が１人の場合を含む）
・交付金額年額　240,000 円（月額 20,000 円）×会派の所属議員数
・交付の方法　　４月に一括交付
・経費の範囲　　全 11項目…①調査研究費　②研修費　③広報費　④広聴費
　　　　　　　　　　　　　 ⑤要請・陳情活動費　⑥会議費　⑦資料作成費　⑧資料購入費
　　　　　　　　　　　　　 ⑨人件費　⑩事務所費　⑪その他の経費

令和７年度　政務活動費収支報告　（令和７年４月分～令和８年３月分）

（単位 ： 円）　　

会  派  名 羅針盤
自由民主

クラブ
公明党 新栄会

市民と
ともに

一隅
しげのぶ

塾
輝楽会

—
大野議員

計

交付申請額 1,680,000 960,000 960,000 720,000 240,000 240,000 240,000 240,000 ※        0 5,280,000 

支出済額 970,320 207,799 858,224 517,083 161,831 250,000 0 63,036 - 3,028,293 

支出項目 ① ①⑦ ②③⑦⑧ ③ ②⑦⑧ ③ ①⑦⑧

返還額 709,680 752,201 101,776 202,917 78,169 0 240,000 176,964 - 2,261,707 

返還率 0.422 0.784 0.106 0.282 0.326 0 1 0.737 - 0.428

政務活動費確定額 970320 207,799 858,224 517,083 161,831 240,000 0 63,036 - 3,018,293 

※大野議員は、 政務活動費の交付申請を行っていないため、 政務活動費は交付されておりません。

　　　　　①調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費

　　　　　③広　報　費：調査研究活動、議会活動、市の政策について住民に報告するための経費

　　　　　⑦資料作成費：調査研究活動のために必要な資料の作成経費
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Topics ～学校支援ボランティア「ほたる灯」を取材～

子どもたちの心に３つの彩りを灯す子どもたちの心に３つの彩りを灯す
個性豊かな表現で紡ぎ出すおはなしの世界

　木更津市立南清小学校で読み聞かせをきっかけに発足
した学校支援ボランティア「ほたる灯（び）」を取材し
ました。同団体は 17 年にわたり、子どもたちにおはな
し会を届けています。メンバーそれぞれの得意分野を生
かし、身近な素材を活用しながら、創意工夫を凝らした
舞台づくりに取り組んでいる姿が印象的でした。

「自分たちが楽しむ」を原動力に　　
 　現在は、卒業生や在校生の保護者など 12 名が中心と
なって活動しています。取材では、「まずは自分たちが
楽しむことを大切にしている」という言葉が聞かれ、和
やかな雰囲気の中で活動が続けられている様子がうかが
えました。

３つの彩（色）を届ける
　年 1 回の公演では、影絵や人形劇、ペー
プサート（＊）などを通じて、子どもたちに「色
彩」「声色（こわいろ）」「音色」の３つの彩
り豊かな世界を届けています。「どれか一つ
でも心に残るものがあれば」との思いで続け
られる活動は、子どもたちの笑顔やわくわく
感につながっています。公演後に寄せられる

「また来てね」の声が励みになっているそう
で、最後には「観てくれて、聴いてくれて、
ありがとう」と感謝の言葉を伝えていました。

＊ペープサートとは、紙に描いた人物や動物
などの絵を棒に付けて動かしながら演じ
る、紙人形劇の一種です。

【YouTube】
おはなしボランティアほたる灯

　
 
【お問い合わせ】
おはなしボランティア「ほたる灯（び）」
座長　德田恵子さん 080-5645-8080
南清小学校 98-3193

こちら編集会議
　１月の取材から時間は経ちましたが、「ほたる灯
（び）」の皆さんの思いは、今も変わらず子どもたち
に届いています。地域で支える温かな活動が、子ど
もたちの笑顔につながっていることを感じました。

木更津市議会広報委員会　 ◎委員長  〇副委員長

　◎佐藤　修一　○田中　紀子　　吉田眞紀人
　　吾津松太郎　　柗井　晃治　　藤田　真澄

　広報委員会は、市民目線に立って「読みやすい、
親しみやすい」紙面づくりを目指しており、スマート
フォンからご意見・ご感想を送れるようにいたしま
した。（右図参照）
　なお、従来通り電話、FAX、メール、郵送でのご
提出も受け付けております。
電　話）0438-23-7185　FAX）0438-22-4734
メール）gikai@city.kisarazu.lg.jp
住　所）〒292-8501
　　　　木更津市富士見 1-2-1 市議会事務局 宛

※いただいたご意見等は、市議会だよりに
　掲載する場合があります。

スマートフォンでの
ご意見・ご感想の送付手順

①上記の QR コードをスマートフォンのカメラで
　読み取る。　

②画面に表示されたリンク先をタップ。

③簡単な設問に回答。
　（自由記述できる欄もあります）

④「確認画面へ進む」をタップ。

⑤記載内容を確認したら、「送信」をタップ。

市議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしています

び

び

検索検索おはなしボランティアほたる灯　


